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ことのできない青年が多く在籍 (前田, 2009; 髙橋, 2013)
近年では，
学校不適応や経済的・家庭的要因を抱えた青年が
多く所属（島根, 2009; 田中, 2012）
定時制高校生のこころの問題
• 定時制高校生はいじめ被害や不登校の経験多
（島根・和田, 2009; 高等学校教育振興会, 2012）
⇒高い抑うつを抱えている可能性
（Zwierzynska et al., 2013; Honjo et al., 2001 ）


























（ベック他, 1992; 黒田, 2011; Marcotte et al., 2006; 岡安, 2009）
⇒ソーシャルスキルの発揮も阻害
























➢全日制：3校の1年生425名（男性233名，不明1名; Mage = 15.14歳）
尺度












































ことでストレスが低下（渡部, 2010; 吉良他, 印刷中）
• 「怒り」は多くの青年が日々経験しやすい感情






☝自己肯定感の低さが影響？（磯田, 2009; 西田, 2002）
• 自己卑下的な捉え方は抑うつとも強く相関
「自分のせい」「自分がダメだから」と捉えやすいことに
気づかせ，事実に沿って考えるスキルも有効
MIRaESプログラムの構成
• 以上から
1. ソーシャルスキルトレーニング（SST）
2. 認知再構成法
3. アンガーマネジメントトレーニング
4. 問題解決訓練（まとめと応用練習）
で構成されるプログラムを開発
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MIRaESプログラムの構成
• プログラム構成
セッション名 授業回 授業名
SST
1回目 人との基本的な関わり方を身につけよう！
2回目 上手な関係作りができるようになろう！
3回目 自分も相手も大切にした伝え方をしよう！
認知再構成
4回目 「感情」を生み出すものを知ろう！
5回目 「心のつぶやき」について知ろう！
６回目 「新しい考え」をする練習をしよう！
アンガー
マネジメント
7回目 怒りについて知ろう！
8回目 怒りの爆発を止めよう！
9回目 怒りを落ち着かせよう！
問題解決
訓練
10回目 問題が生じた時の解決方法の考え方を知ろう！
11回目
問題が生じた時の解決方法を決定できるように
なろう！
12回目
日常生活で今まで習ったスキルを使えるように
なろう！（総まとめ）
実践編へ
To be continued...
19 20
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定時制・通信制高校で行う
こころのスキル向上のための
プログラム
（MIRaESプログラム）
-実践編-
第25回広島大学心理臨床セミナー
「青年期の問題行動の理解と支援」
2019年1月13日
広島大学大学院 教育学研究科
神原広平
発表内容
◆MIRaESプログラムの実際について
1. MIRaESプログラムの実践概要
2. 実際のプログラムの流れ
3. 実施の効果、生徒の反応
4. 実施の工夫
5. まとめ
2019/1/13 2
広島市立みらい創生高等学校
◆定時制（昼間・夜間）・通信制課程
➢1年生に実施
✓定時制240名 昼間8クラス・夜間1クラス
✓各クラス20名程度
◆生徒さんの特徴
➢得意なこと、苦手なことに幅が大きい
2019/1/13 3
プログラムの流れ
◆全12回のプログラム
2019/1/13 4
セッション名 授業回 授業名
SST
1回目 人との基本的な関わり方を身につけよう！
2回目 上手な関係作りができるようになろう！
3回目 自分も相手も大切にした伝え方をしよう！
認知再構成
4回目 「感情」を生み出すものを知ろう！
5回目 「心のつぶやき」について知ろう！
６回目 「新しい考え」をする練習をしよう！
アンガー
マネジメント
7回目 怒りについて知ろう！
8回目 怒りの爆発を止めよう！
9回目 怒りを落ち着かせよう！
問題解決法
10回目 問題が生じた時の解決方法の考え方を知ろう！
11回目
問題が生じた時の解決方法を決定できるように
なろう！
12回目
日常生活で今まで習ったスキルを使えるように
なろう！（総まとめ）
プログラムの紹介
◆“高校生活をより良くするスキル”を
学ぶための授業であると紹介
2019/1/13 5
授業のルール
◆授業に参加しやすいような、
意見を言いやすい雰囲気づくり
2019/1/13 6
1 2
3 4
5 6
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“困り事”場面を提示
2019/1/13 7
◆身近な“困り事”について考えるきっかけ
を与える
スキルのポイントを紹介
2019/1/13 8
◆頭に残りやすいフレーズを使う
スキルの練習
2019/1/13 9
◆体験的に理解できるようなワーク
ホームワークの導入
2019/1/13 10
◆日常生活でのスキルの活用を促す
実施の効果
◆アンケート調査の結果
介入前後でソーシャルスキルが向上
生徒さんの反応
2019/1/13 12
授業が
「役に立つ」
と思っている
生徒が多い
7 8
9 10
11 12
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生徒さんの反応
◆感想
• 自分はこういう風に言うと思ったけど，
他の人が言うことを聞くと
こういう言い方もあるんだと思った。
• 相手を大切にするのはもちろんだけど、
自分を大切にするのも大事だなと思った。
2019/1/13 13
生徒さんの反応
◆感想
• 最後のほう
少しだけ難しかったと思いました。
• 人と接するのが苦手なので，
ペアでやり取りとか，
できるだけやめて欲しいなーと思いました。
2019/1/13 14
多くの生徒は「役に立つ」と
評価しているが、
一部、授業へ抵抗がある生徒もみられた。
実施の工夫
◆批判されない授業の雰囲気づくり
•ルールの徹底
•本人なりの考えや感じ方を認める
自分の感情や認知に気付く練習を促す
2019/1/13 15
自己理解につながる可能性
実施の工夫
◆定時制高校生の学校適応には
教師との関係性が重要（松井・阿形, 2014）
教員との連携や協働が重要
まとめ
◆生徒の高校生活をより良くするスキルを
提供する授業
◆生徒のニーズにマッチした授業づくり
◆生徒が自身を振り返りやすくなるような
授業の工夫が必要
2019/1/13 17
13 14
15 16
17
